
生神女福音祭 3月25日／4月7日 

 

「主よ、爾に籲ぶ」に三歌經の本日の自調の
スティヒラ

讃 頌、二次、致命者讃詞なし、及び三 

歌經の他の讃頌三、祭日の三、及び
アルハンゲル

天使首の三。 

   祭日の
スティヒラ

讃 頌、第四調。 
だいろくげつ

第六月に「アルハンゲル」は
いさぎよ

潔 き
どうていじょ

童貞女に
つかわ

遣 されて、
まず

先
よろこび

祝慶を
かれ

彼に
の  

述べて、
かれ

彼より
しょくざい

贖 罪
しゅ

主の
い  

出でんことを
ふくいん

福音せり。
ゆえ

故に
かれ

彼は
あいさつ

問安を
う  

受けて、
なんじ

爾
えいきゅう

永 久の
かみ

神、
わ れ ら

我等の
たましい

靈 の
すくい

救 の
ため

爲に
い   

言ひ
がた

難く
ひと

人と
な   

爲らんことを
よみ

嘉せし
もの

者を
はら

孕めり。 
しょうしんじょ

生 神 女は
かっ

曾て
し  

識らざりし
ことば

言 を
き  

聞けり、
けだし

蓋 「アルハンゲル」は
かれ

彼に
ふくいん

福音の
つ げ

宣示を述
の

べ

たり、
ここ

是に
おい

於て
かれ

彼は
ただ

正しく
あいさつ

問安を
う  

受けて、
なんじ

爾
えいきゅう

永 久の
かみ

神を
はら

孕めり。
ゆえ

故に
わ れ ら

我等も
よろこ  

喜 びて
なんじ

爾

に
よ  

呼ぶ、
へんえき

變易せずして
かれ

彼より
み  

身を
と  

取りし
かみ

神よ、
せ か い

世界に
へいあん

平安、
わ れ ら

我等の
たましい

靈 に
おおい

大 なる
あわれみ

憐 を
たま

賜へ。 
み  

視よ、
いま

今
よびおこし

喚 起は
わ れ ら

我等に
あらわ

顯 れたり、
ことば

言 に
こ  

超えて
かみ

神は
ひと

人
ひと

人に
たいごう

體合し、「アルハンゲル」

の
こえ

聲に
よ  

藉りて
まよい

迷 は
とお

遠ざかる。
けだし

蓋
どうていじょ

童貞女は
よろこび

歡喜を
う  

受け、
ち  

地の
もの

者は
てん

天と
な   

爲り、
せ か い

世界は
はじめ

始 の
のろい

詛 より
と  

釋かれたり。
ぞうぶつ

造物は
よろこ  

喜 ぶべし、
こえ

聲を
もっ

以て
うた

歌ふべし、
わ   

我が
ぞうせいしゃ

造成者
およ

及び
しょくざい

贖 罪
しゃ

者た

る
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾 に
き  

歸す。 

   
アルハンゲル

天使首の
スティヒラ

讃 頌、第一調。 
おおい

大 なるガウリイル、
かみ

神に
に  

肖たる
ち え

智慧は、
すくい

救 を
ほどこ

施 す
いた

至りて
こうめい

光明なる
さんじつ

三日の
ひかり

光 を
み  

覩、
じょう

上
てん

天の
しょ

諸
ひん

品と
とも

偕に
しんせい

神聖
そうごん

莊嚴なる
うた

歌を
たてまつ

奉 りて、
わ れ ら

我等の
たましい

靈 に
へいあん

平安
およ

及び
おおい

大 なる 憐
あわれみ

を
たま

賜は

んことを
いの

祈る。 

ガウリイルよ、
さき

先に
て ん し

天使
ら  

等に
し  

知られず、
よ  

世の
な  

無き
さき

前より
かく

隠さるる
おおい

大 なる
ひ み つ

秘密は
ひとり

獨
なんじ

爾 に
たく

托せられ、
なんじ

爾 はナザレトに
いた

至りて、
これ

之を
ひとり

獨
いさぎよ

潔 き
もの

者に
ほう  

報じたり。
かれ

彼と
とも

偕に
わ れ ら

我等の
たましい

靈

に
へいあん

平安
およ

及び
おおい

大 なる
あわれみ

憐 を
たま

賜はんことを
いの

祈り
たま

給へ。 

第十一讃頌の附唱、
その

其
し し ゃ

使者を
もっ

以て
かぜ

風と
な   

爲し、
その

其
えきしゃ

役者を
もっ

以て
か え ん

火燄と
な   

爲す。 
つね

常に
ひかり

光 に
み  

滿てられ、
ぜんのうしゃ

全能者の
のぞみ

望 を
な  

成し、
めい

命を
おこな

行 ふ
しょ

諸
て ん し

天使の
かしら

首 、
し え い

至榮なるガウリ 

イルよ、
あい

愛を
もっ

以て
なんじ

爾 を
とうと

尊 む
もの

者を
たす

助けて、
つね

常に
わ れ ら

我等の
たましい

靈 に
へいあん

平安
およ

及び
おおい

大 なる
あわれみ

憐 を
たま

賜は

んことを求め
たま

給へ。 

   光榮、今も、第六調。 

「アルハンゲル」ガウリイルは／
どうていじょ

童貞女に
みごもり

受孕を
ふくいん

福音せん
ため

爲に／
てん

天より
つかわ

遣 されて、／

ナザレトに
いた

至り、
き せ き

奇蹟に
おどろ

驚 きて
みずか

自 ら
おも

思へり、
あ あ

鳴呼
い か

如何にして
いと

至
たかき

高 に
おい

於て
はか

測り
がた

難き
もの

者は、

どうていじょ

童貞女より
うま  

生るる、
てん

天を
ほ う ざ

寳座と
な   

爲し、
ち  

地を
あしだい

足凳と
な   

爲す
もの

者は
どうていじょ

童貞女の
たい

胎に
い  

入る、
りくよく

六翼の
もの

者

と
た も く

多目の
もの

者とが
み  

見る
あた

能はざる
しゅ

主は／
いちごん

一言を
もっ

以て／
かれ

彼より
み  

身を
と  

取ることを
よみ

嘉する。
こ  

此れ
かみ

神

の
しんじつ

眞實の
ことば

言 なり。
なん  

何ぞ
われ

我
た  

立ちて／
どうていじょ

童貞女に
い   

言はざる、
おんちょう

恩 寵を
こうむ

蒙 れる
もの

者
よろこ

慶 べよ、
しゅ

主は



なんじ

爾 と
とも

偕にす、
いさぎよ

潔 き
どうていじょ

童貞女よ
よろこ

慶 べ、
よ め

聘女ならぬ
よ め

聘女よ
よろこ

慶 べ、
い の ち

生命の
はは

母よ
よろこ

慶 べ、
なんじ

爾 の

はら

腹の
み  

果は
しゅくふく

祝 福せられたり。 

 

【聖にして福たる】 

【曜日のポロキメン】 

【パリミヤ】 

エギペトを出づる記の讀。（三章）。 

モイセイ神の山ホリフに来たれるに、主の使い彼に棘より出づる火の焔の中に現れたり。彼

見るに、棘は火に燃ゆれども、其の棘燬けざりき。モイセイ曰えり、我往きて、此の大いな

る異象を観ん、棘何為れぞ燬けざる。主は其の来たりて観んとするを見て、棘の中より彼を

呼びて曰えり、モイセイよ、モイセイよ、彼曰えり、主よ何ぞ。主曰えり、此に近づく勿れ、

爾の足より履を解け、蓋爾が立てる處は聖地なり。又彼に謂えり、我は爾の父の神、アウラ

アムの神、イサアクの神、イアコフの神なり。モイセイ其の面を轉ぜり、神を見ること畏れ

しが故なり。主はモイセイに謂えり、我はエギペトに在る我が民の苦しみを見、監督者に因

る彼等の號呼びを聞けり、我彼等の憂いを知りて、彼等をエギペト人の手より救い、彼等を

其の地より引き出して、善き廣き地、蜜と乳とを流す地に導き入れん為に降れり。 
    箴言の讀。（八章） 

主は元始に、其の創造の先に於て、我を其の途の始として有てり。永遠より、始初より、未

だ笞の有らざりし先に、我膏せられたり。未だ淵あらず、未だ水の溢るる泉あらざりし時に、

我已に生まれたり。山未だ立てられず、陵未だあらざりし先、主が未だ地をも野をも世界の

始の塵をも造らざりし時に、我已に生まれたり。彼天を備え、淵の面に圓線を記す時、我彼

處に在りき。彼上に雲を堅め、淵の泉を定むる時、海に軌を誉て、水をして其の界を踰えざ

らしめ、地の基を建つる時、我彼の傍らに在りて創造者と為れり。我日々に其の悦びと為り

て、常に其の面の前に楽しめり。 
 

【小連祷】 

 

【聖三祝文】 

【ポロキメン】第四調。 

我が神の救を日日に福音せよ。句、新なる歌を主に歌へ、全地よ、主に歌へ。 

 

 

【使徒の誦讃】エウレイ書三百六端。 

  ４調
我


が

 
神の救いを 日々に

 
ふ

 
く


いん せ


よ

 



けいてい

兄弟よ、11
けだし

蓋★
せい

聖にする
もの

者と
せい

聖にせらるる
もの

者とは、
みな

皆
ひとつ

一の
もの

者より
い

出づ、
こ

是の
ゆゑ

故に
かれら

彼等を
けいてい

兄弟

と
とな

稱ふるを
は

愧ぢずして 12
いは

曰く、
われ

我
なんじ

爾の
な

名を
わ

我が
けいてい

兄弟に
つた

傳へ、
なんじ

爾を
くわいちゅう

會中 に
うた

詠はん。13
また

又
いは

曰

く、
われ

我
かれ

彼を
たの

頼まん。
また

又
いは

曰く、
み

視よ、
われ

我
およ

及び
かみ

神が
われ

我に
あた

與へし
しょし

諸子は
こゝ

此に
あ

在りと。14
そ

夫れ
しょし

諸子は
にく

肉と
ち

血とに
ぞく

屬するが
ゆゑ

故に、
かれ

彼も
また

亦
した

親しく
これ

之を
う

受けたり、
し

死を
もつ

以て、
し

死の
けん

權を
と

秉る
もの

者、
すなはち

即
あくま

悪魔

を
むな

空しくし、15
し

死を
おそ

畏るるに
よ

因りて
しゃうがい

生涯
どえき

奴役に
ふく

服せし
もの

者を
はな

釋たん
ため

爲なり。16
けだし

蓋
かれ

彼は
てんし

天使
ら

等

より
う

受くるに
あら

非ず、
すなはち

即 アウラアムの
えい

裔より
う

受く。17
ゆゑ

故に
およそ

凡の
こと

事に
おい

於て
けいてい

兄弟に
に

肖るべかり

き、
かみ

神の
まへ

前に
きょうじゅつ

矜恤 、
ちゅうしん

忠信なる
しさいちゃう

司祭長と
な

爲りて、
たみ

民の
つみ

罪を
あがな

贖はん
ため

爲なり。18
けだし

蓋
かれ

彼
みづか

親ら
こゝろ

試

みられて、
なん

難を
う

受けしが
ゆゑ

故に、
こゝろ

試みらるる
もの

者にも
よ

能く
たす

助くるを
な

爲すなり。 

 

「アリルイヤ」、第一調、
かれ

彼は
か  

芟りたる
く さ ば

草塲に
くだ

降る
あめ

雨の
ごと

如く、
つち

土を
うるお

潤 す
したたり

雨滴の
ごと

如く
くだ

降らん。

句、
かれ

彼の
な  

名は
あが

崇め
ほ   

讃められて
よ よ

世世に
いた

至らん、
ひ  

日の
あ  

在る
あいだ

間 は
かれ

彼の
な  

名
つた

傳はらん。 

 

【福音経の誦讀】ルカ三端。 
か

彼の
ひ

日ザハリヤの
つま

妻エリサワェタ
はら

妊みて、
かく

隱れ
を

居りしこと
ごかげつ

五月にして
い

曰へり、25
しゅ

主は
か

斯く
われ

我

に
な

爲せり、
かれ

彼に
こ

此の
ひ

日に
おい

於て
われ

我を
かへり

眷みて、
わ

我が
はぢ

耻を
ひとびと

人人の
あひだ

間に
そゝ

洒がしめたり。 

26
だいろくげつ

第六月に
おい

於て、
てんし

天使ガウリイルは
かみ

神より
つかひ

使を
ほう

奉じて、ガリレヤの
まち

邑ナザレトと
な

名づくる

所に、27 ダワィドの
いへ

家の
ひと

人、
な

名はイオシフと云ふ
もの

者に
へい

聘せられたる
しょぢょ

處女に
のぞ

臨めり、
しょぢょ

處女の
な

名

はマリヤなり。28
てんし

天使
い

入りて
これ

之に
い

謂へり、
おんちょう

恩寵を
かうむ

蒙れる
もの

者、
よろこ

慶べよ、
しゅ

主は
なんじ

爾と
とも

偕にす、
なんじ

爾

は
をんな

女の
うち

中に
しゅくふく

祝福せられたり。29
じょ

女
かれ

彼を
み

見て、
その

其
ことば

言を
いぶか

訝り、
こ

此の
あいさつ

問安は
なにごと

何事ならんと
おも

思へ

り。30
てんし

天使
これ

之に
い

謂へり、マリヤ
おそ

懼るる
なか

勿れ、
けだし

蓋
なんじ

爾は
かみ

神の
まへ

前に
おんちょう

恩寵を
え

獲たり。31
み

視よ、
なんじ

爾
はら

妊みて
こ

子を
う

生まん、
その

其
な

名をイイススと
な

名づけん。32
かれ

彼は
おほい

大なる
もの

者となりて、
しじょうしゃ

至上者の
こ

子と
とな

稱

へられん、
しゅ

主
かみ

神は
かれ

彼に
その

其
ちゝ

租ダワィドの
くらゐ

位を
あた

與へん、33
かれ

彼は
よよ

世世イアコフの
いへ

家に
わう

王となりて、
その

其
くに

國
をはり

終なからん。34 マリヤ
てんし

天使に
い

謂へり、
われ

我
ひと

人に
ゆ

適かざるに、
いか

如何にして
こ

此の
こと

事あらん。

35
てんし

天使
かれ

彼に
こた

答へて
い

曰へり、
せいしん

聖神
なんじ

爾に
のぞ

臨み、
しじょうしゃ

至上者の
ちから

能
なんじ

爾を
おほ

蔭はん、
ゆえ

故に
う

生む
ところ

所の
せい

聖なる
もの

者も
かみ

神の
こ

子と
とな

稱へられん。36
み

視よ、
なんじ

爾の
しんせき

親戚エリサワェタ
とし

年
お

老いて
こ

子を
はら

妊めり、
もと

素
はら

妊まざ

る
もの

者と
しょう

稱せられしに、
いま

今
すで

已に
ろくかげつ

六月なり。37
けだし

蓋
かみ

神に
あ

在りては
およ

凡そ
その

其
い

言ふ
ところ

所
あた

能はざることな

し。38 マリヤ
い

曰へり、
われ

我は
しゅ

主の
ひ

婢なり、
なんじ

爾の
ことば

言の
ごと

如く
われ

我に
な

成るベし。
てんし

天使
かれ

彼を
はな

離れたり。 

【常に福に代えて】 

 

  常に福に代えて

地

 
よ、


大いなる歓喜を


福


音

 
せ


よ

 
諸天よ、神の光栄を

  
讃め


あ


げ


よ

  
聖にせられざる


者


の

 
手


は


  

あえて神の生ける約櫃に 触れるべか

 
ら


ず

  
ただ信者の口は





 

【領聖詞】
しゅ

主 はシオンを
えら

擇 び、
これ

此 を
もっ

以 て
その

其
すまい

住所とするを
のぞ

望 めり。（ps131:13） 

 

 

 

  
もだ

黙


さ


ず


し


て

  
天使の生神女に告げしことばを う

 
た


い


  

喜びて 呼


ぶ

 
べ


し

  
恩寵を蒙れる者 慶


こ


べ


よ


  

主は 爾と


と


も


に


す

 

 領聖詞

主

 
は

 
シオンを 選


び


こ


れ


を


以


て


 

そ


の


す


ま


い


と


す


る


を

 
の


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